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客船よもやまばなし(173) 

 

活況を呈するバルト海クルーズ 
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                               池 田 良 穂 

 

新造クルーズフェリー「ビクトリアⅠ」

の船上で開催の国際会議「フェリーシッピ

ング 04」に出席するために、バルト海に久

しぶりに出掛けた。 

カーフェリー「エストニア」の転覆沈没

の影響もすっかり薄れ、また欧州統合によ

る船上免税品取扱いの廃止の壁もくぐりぬ

け、船上バルト海のクルーズフェリーのさ

らに成長し、年間 1500万人もの人々が気軽

にクルーズを楽しむ状況になっている。 

今回乗船した「ビクトリアⅠ」は 5 万総

トン級の大型新造船で、この 4 月にフィン

ランドの造船所で完成したばかり。運航す

るのはエストニアのタリンク社という会社

で、5 万総トン級の大型フェリー2 隻の他、

高速旅客カーフェリー3 隻、1～2 万総トン

級の中古クルーズフェリー5 隻を運航して

いる。これらのフェリーは、スウェーデン

のストックホルムおよびフィンランドのヘ

ルシンキから、エストニアのタリンを結ぶ

航路に就航しており、スウェーデン航路が

年間 40万人、フィンランド航路が年間 220

万人という実績を挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビクトリアⅠと 

  そのラウンジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際会議「フェリーシッピング」は、欧

州のフェリー事業者、フェリー港湾、コン

サルタント、客船建造所などの関係者が一

同に会して情報交換と討議をするためのも

ので、昨年 4 月に第 1 回が開催された新し

い会議であるが、今回は第 1 回目に比べて

100 名以上多い 260 名余りが参加して、非

常に盛会であった。 

今回の会議の主要テーマは、欧州のフェ

リー戦略、フェリー事業と規則、販売とマ

ーケッティング、新造フェリーのトレンド、

クルーズフェリー「ビクトリアⅠ」の概要
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で、それぞれのテーマごとに 4～5名がごく

簡単な講演を行った後、かなりの時間をか

けて意見交換が行われるという形式であり、

参加者から様々な意見が聞けると共に、十

分な時間をかけて議論を尽くせるというな

かなか面白い会議であった。 

 

さて会場となったクルーズフェリー「ビ

クトリアⅠ」は、ストックホルムとタリン

間に定期的に就航しており、会議はストッ

クホルムに停泊する同船上で朝から始まり、

同夕刻に出港し、翌朝タリンに到着後も船

上で行われ、同夕刻に再びストックホルム

に向けて出港。3 日目の朝にストックホル

ムに到着して終了した。 

船上での会議のためほぼ缶詰状態で、会

議時間中だけでなく、朝食、昼食、カクテ

ルパーティ、夕食時にも参加者が顔を合わ

せて議論を続けるという濃密なものであり、

たくさんの知人を得ることができるという

メリットも大きい。船上の研修については、

日本のクルーズ客船が先をいっていると思

っていたが、すっかりそのお株をとられた

ような状況である。 

300 名が入れる大きな会議室をメーン会

場とし、その周りの 10室余りの小会議室で

は、造船所、推進器メーカー、キャビンメ

ーカー、コンサルタントなどが展示ブース

を出し、フェリー会社の人々と商談を行っ

ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビクトリアⅠのラウンジショー 

筆者は、主催者からの招待で参加をし、

日本のフェリー市場に関する簡単な説明と、

日本の造船所における客船建造の動向につ

いての質問に回答するという役割を与えら

れた。東アジアからの参加者は、日本から

は筆者 1 人、韓国のサムスン造船所のクル

ーズ･フェリー事業部から 4名の計 5名であ

ったが、頻繁にフェリー事業者が声をかけ

てきて、最近、欧州のフェリー事業者がア

ジアの造船所に対してかなりの興味を持っ

ていることを実感させられた。 

会議の中でも、高船価のクルーズフェリ

ーの建造を、このまま続けていいのかにつ

いての疑問の声がいくつか挙がり、中古船

を用いて初期投資額を押さえることの必要

性や、アジアの効率のよい造船所でのリー

ズナブルプライスでの新造を考えるべきで

はとの意見もあった。 

 

この背景には、欧州のフェリー事業が格

安航空機との競争の時代に入っており、旅

客数が減少している航路が一部現れている

事情があるらしい。この打開策のひとつと

して、初期投資額の圧縮という戦略をとる

べきとの意見のようであったが、一方、も
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っとサービスを高級化して船旅自体を楽し

むマーケットのさらなる開拓を目指すべき

で、そのために格安航空機を大いに利用す

べきという積極的な意見もあった。いわゆ

るクルーズフェリーでも、本格的クルーズ

と同様にフライクルーズを導入し、マーケ

ットを大きく広げようということのようだ。

格安航空機との競合よりは、最近欧州での

稼動数が急増しているクルーズ客船の方が

脅威になるのでは、との意見も耳にした。 

 

この会議のあと、ストックホルムにおい

てフェリー関連出版社の担当者に面談し、

最近のバルト海のフェリー事業の現状や新

造クルーズフェリーについての情報収集を

行った。バルト海のクルーズフェリーにつ

いては、バルト海に浮かぶオーランド島が

EUに加盟していないために、この島に寄港

することにより船上免税品の扱いが今でも

可能なこと、またエストニア等のバルト 3

国がクルーズフェリーの目的港として脚光

を浴びているが、いずれ EUに入ると船上免

税品の扱いができなくなり、その時にはロ

シアのセント・ペテルスブルグがクルーズ

フェリーの目的港として浮上してくるであ

ろうということであった。 

オーランド島には、ストックホルムから

ワンナイトクルーズを行う客船が毎日 3 隻

出港している。この 1 隻の「ビルカ・プリ

ンセス」にも乗船視察を行った。平日にも

かかわらず満船状態で、船上での飲食、免

税品の買物の凄まじさには驚かされた。下

船時には、ビールのダンボール箱を幾箱も

重ねている人や、車輪付トランクに一杯の

商品を重そうに引く人でタラップがなかな

か降りられない状況となっていた。 

 


